【永久より彼方に　Ⅲ】


地下鉄の駅構内の隅のベンチで、新聞を広げている男の隣りにヤンはさりげなく座った。
「特にこれといった情報はつかめてねーよ。あんまり呼び出すなよ。」
ヤンは苛つき気味に小声で男に言った。
男はサングラスの下から新聞に落していた視線を少しだけヤンに移し、
すぐに新聞に戻して、言った
「最近、薬をやってるそうじゃないか。施設にぶち込まれたいか？」
「あんたに流す情報を掴むためだ。仕方ねーだろ、ウォン警部」
ウォンはそう言われてひとつ溜息をつく。
「たしかに情報は欲しいが、何をしても言い訳じゃない。
それでヘマさえしなきゃいいが、イザと言う時に庇いきれないかもしれんぞ。
特にお前はただでさえ暴力的だからな。すぐに傷害を起すし…」
説教モードに入ろうとするウォンに、ヤンはチッと舌うちして彼に聞こえないくらいの声で呟く。
「…俺の気持なんか、考えた事ねーくせに。」
「何だ？」
聞き返したウォンに、ヤンは「なんでもねーよ」と投げやりに言ってから、
「来週、ハウの娘の誕生パーティに呼ばれている。”関係者”が勢ぞろいだ。
俺が薬の味見をやらされてるのも、たぶん新しいルートを開くためだと思う。
何か情報がつかめると思うから、連絡する。」
そう言って、ヤンは立ち上がると、人込みにまぎれていった。
そんなヤンの背中が見えなくなるまで見送った後、
ウォンはヤンが消えた方向を暫く見つめていた。
ルクの言葉が胸に甦る。
「ヤンに実の兄貴を逮捕させるのか？」
確かに、ヤンにとっては重荷かもしれない。
だが、ヤンはウォンに言った
「逮捕してみせる」
と…
それはヤンの決意だった。
警察官…善人であるための、ヤンの決意だと、ウォンは信じた。


暫く人込みの中を、人を縫う様に歩いていたヤンは突然背後から肩を掴まれ、
「--　?！」
ヤンが振りかえった瞬間、強烈な衝撃が鳩尾を襲って、
ヤンは視界と意識がブラックアウトしていった。


吐き気がして眼が覚めた。
しかし、視界は真っ暗で、躰が思うように動かなかった。
金縛りかと思ったが、実は拘束されているのだと、ヤンはすぐに気がついた。
視界は周りが真っ暗なのではなく、目隠しをされているからで、
声が出ないのは、布を噛まされているから。
手は後ろ手に縛られ、足も縛られて、冷たいコンクリートの床に転がされている事に気がつく。
自由になろうと、もがいて、身体を動かそうとしたが、力が上手入らなかった。
目の回るような感覚と、軽い吐き気。背が痺れるような疼き、そして苛々感。
薬の軽い禁断症状だった。いつも量はセーブしていた。これくらいの禁断症状、どうって事はない。
しかし、この状態では自分にとってはマイナスだった。冷静な判断力が欠落している。
逆に薬を打った方が、まだ頭が冴えるってもんだ。
そう思って、ヤンは心の中で苦笑した。
このままじゃ本当に薬に溺れちまう。----俺は、警官だ。
そんな事を考えていると、不意に人の気配。2…いや3人分の足音。
「眼が覚めたらしいな。」
起き上がろうともがくが、うまく起きあがれない。そればかりか、軽く腹を蹴られた。
「悪いな。この間のお返しをさせてもらいたくってな。
今日は薬でキめて来たから負けね-よ。」
…この間、街でシメた薬中の奴等か…
ヤンはしまった。と思った。マトモな奴等ならともかく、
薬をやってる奴は何をしてくるか解らない分、何よりもアブない。


「サム兄貴～」
息を切らしてキョンがサムがいつも居るサムの息のかかった飯店に走りこんできた。
「なんだ？」
サムはかけ込んできたキョンに近くにあったコップを取り、水を注いで渡してやる。
「ヤ、ヤンが…。この間…サ、サム兄貴に言われて…シメた薬中の奴等に、拉致されました…。
さっき、街で見かけて、そしたらいきなり…いきなり…」
呑むと言うよりは浴びるように水を咽喉に流し込んだキョンの報告を聞いて、サムは溜息をついた
「わかった。何とかしてやるから、お前は誰にも言うなよ。特に三叔に知られたら困るからな。」
この間シメさせた3人はサムの下に入った新人だった。
また面倒を起されては、新人の教育が成ってない自分の責任になってしまう。
ましてヤンはハウの弟だ。ヤン自身はそのつもりは無いらしく、むしろそれを嫌っている様にも見えるが
ハウが大事にしているのは周知の事実だし、そのヤンを下手に扱えば自分の身も危ない。
「お前も、とりあえずここに居ろ。独りで外に出るんじゃないぞ」
そう言って、サムは携帯電話を手に店を出て行った。

「もしもし？」
ラウは非番中にかかってきたサムからの連絡に、半ば面倒くさそうに出た。
「ラウ、悪いが、警官として仕事してくれないか？」
「はぁ？」


何度か自由のきかない身体を蹴られた後、ヤンは上半身を起された。
「あんた、顔の半分が隠れてても結構上玉の顔をしてるの解るよ。」
一人がそういって、ヤンの着ていたシャツの袖を乱暴に破り、
のこる二人がヤンの身体を更に抑えこむ。
剥き出しにされた腕に、鋭利な痛みが加えられ、それは脳天まで走り抜けた。
「…う…ぐっ…」
その痛みに思わずヤンは呻き声を漏らす。
そして、次に襲ってきたのは、脳内が浮遊する様な倦怠感。
閉ざされた視界がぐるぐると回り、極彩色の花火がチカチカと爆発する。
…薬だった。
しかし、それはいつもヤンが使用している薬とは何か違う感じがした。
頭が冴えるわけでもなく、気持がハイにもダウンにも入るわけではない。
ただ、感覚が異様に鋭くなっていくのをだけはハッキリと解る。
誰かの手が、ヤンの首筋に触れた瞬間、ヤンはビクリと身体を震わせた。
そして、それを見ていた彼等が、笑い声を上げたのを、
ヤンは虚ろになっていく意識の中で聞いた。


「--で、俺は何をすればいいんですか？」
「うちの下っ端を適当に逮捕なり殺すなり好きにしてくれ、
但し、あくまで俺とは関わりの無い事件としてな。
下手に俺が出て行くわけにもいかない状態で。お前に頼みたいんだよ。」
「解りました。他に何かありますか？」
「一番重要な頼みがある。一人拉致されているのが居るからそいつを助けて欲しいんだ。
ただ、それと今回の事件とは全く関係無い事として欲しい。」
「つまり、事件を偽装して…事件をひとつ無かった事にしろと言う事ですか?」
「そうだ。拉致されてる奴の正体は今は言えないが、頼んだぞ。」
「…なんとか出来るとおもいます。」
そう言って、ラウは電話を切ると、車のキーを掴んで外に走り出てエンジンをかける。
あまり、大事にしたくなさそうなサムの口ぶりから、ラウは一人で行動する事にした。
報告書にはなんとだってかける。
彼等がよく堪り場にしているという廃屋に到着すると、ラウは、腰の銃を確認した。
そしてふと、気づく。銃を撃つことにも、人を殺す事にも、いつのまにか慣れきっている。
殺してしまうのが一番早かった。どうせ相手も銃を持っている。
薬もやっているみたいだし、正当防衛成立だ。


ヤンは、遠くに何発かの銃声を聞いて遠のく意識を自ら呼び戻した。
しかし、それが銃声だと気がつくのに、時間がかかった。
ちきしょう。こんな事ぐらいで…
口に嵌められた布をかみ締め、意識だけは何とか保っていようと、頑張ってみるが、
襲ってくる不快な感覚に気を失いそうになる。
もしくは、この感覚のままに流され、狂ってしまえたらとさえも。
身体の血管の中を虫が這うような、痺れる感覚。
その血液が身体の中心へと炎のような熱さで集まり、鼓動が否応無しに跳ねあがる。
そして、痛めつけられて傷ついた個所が、痛覚ではなく、妙な快感にさえ感じる。
コツ…
近くで耳に届いた足音にびくつき、ヤンは反射的に身を屈めた。
「サム兄貴に頼まれてきた。あんたは何も心配しなくていい。今、なんとかしてやるからな。」

銃を仕舞いながら、ラウは目の前に倒れているヤンに話しかけた。
結局全員殺した。万が一に偽装の為に持ってきた薬を彼等のポケットに押し込むまでも無く、
彼等は既に薬を打っているところで、多量の薬が散らばっていたあまりに簡単だった。
後は、この目の前の男をどうにかすれば終わりなんだが…
現場は暗く、遠くの明かりが点し込むだけであまり男の容貌は解らなかったが、
どうやら薬を打たれているらしい事に気がつく。
まぁ、どこか安全な場所に隔離して、薬が抜けた頃にでもなんとかすればいいか…
と、ラウは考えを巡らしながら、屈みこみ、先ずはヤンの口に噛まされている布に手をかける。
後ろでしっかりと結ばれていた布はヤンの唾液を吸い、重く、堅くなっていた。
「ゴホ…ッ」
布が外れた瞬間、ヤンは咳き込んだ。そして、荒い呼吸を繰り返す。
「おい、大丈夫か？」
そう言って、ラウがヤンを抱き起こそうと、ヤンの背に腕を回して上半身を起した時だった
「あ…ああ…っ…」
乱れた呼吸の中に微かに熱を帯びた喘ぎが混じった。
「え…？」
ラウはその声に思わずドキリとする。
そして、腕に抱いたヤンの身体が熱く、頬が上気している事に気がつく。
何かに耐えるように震え、拘束された脚が、時折、足掻く様に動かされ、落ち着かない。
ふと、側に落ちていた小さな瓶を拾い、目を凝らしてラベルに眼をやった。
最近街で出まわっている媚薬の類で、ラベルは表向きは一応は合法のドラッグだが、
中身は間違い無く違法のモノだと最近署でも取り締まりの対象となっている薬だった。
「く…っ…ぅん…」
腕の中のヤンが歯を食いしばる様にして身を動かした。
ヤンがあまりに強く唇を噛み、そこから赤い血が軽く滲む。
すると、それを見た瞬間、ラウの心臓は高鳴った。
「はあっ…」
ヤンの熱を帯びた吐息が唇から漏れた。
その震える唇に、ラウは無意識のうちに自分の唇を近付ける。
ラウが自分のそれにヤンの唇の熱さと微かな鉄の味を感じた
…その瞬間
「…ご苦労様、警察さん。」
背後からの突然の声にラウはビクリとして振りかえった。
男が2人立っていた。顔は良く見えないが、一人は細身でもう一人は背が高く体格も良い。
「そいつはいつも私に心配をかけるんだよ。」
細身の男がそう言うと、此方へ近づいてくる。ラウは、そのまま、身動きがとれなかった。
「あ、あなた…は…、ンガイウェンハウ…」
近づいて来た男の顔を見て、ラウは益々凍りついた様に動けなくなった。
別にこの男が怖いわけではない、むしろ戦えば自分の方が強いだろう。
しかし、見た目とは裏腹に、何か言い知れぬ雰囲気を、この男はまとっていた。
「安物の薬でイけるなんて、見苦しいな…」
そういって、ハウは、ラウの腕の中のヤンの胸倉を乱暴に掴んで自分に引き寄せると、
なんの躊躇いも無く、噛みつく様にヤンの唇に自分の唇を重ね、
そして床に落す様に其の手を離す。
ヤンは、その衝撃に苦痛の声を漏らした。
「これは、とって置きなさい、後はよろしく頼むよ。」
ハウは、そう言ってラウの胸ポケットに札を数枚押しこんだ。
と、今度はハウに付き添ってきた男、ロ・ガイがヤンの身体を抱きかかえて持ち上げる。
「失礼…」
ハウは、そのままヤンを連れて、ラウの目の前から消えた。

ラウはサムに連絡してから署に戻り、
良く出来た報告書を書き上げて、軽く背伸びをした。
サムにハウに会ったことは黙っていた。たぶん、言わなくても大丈夫だろう。
ハウに、今回の事くらいでサムをどうにかするつもりはなさそうだったし…
しかし、俺はあの男の父親を殺したのだと、思い出して、少し背に寒いものを感じた。
そんな感情は初めてだった。普段、捜査対象として見ているハウと、今日見たハウは
まるで別人の様だった。それは、あの拉致されていた男のせいだろうか？
あの、自分と同じ位の男は…誰だろう?　現場の暗さと、目隠しで、顔があまり解らなかった。
何処かで見たような気もする。
まぁ、ハウと繋がりのある人間ならば、いつか再会するかもしれない。
そう思いながら、ラウは架空の報告書を手に、上司の元へ向かった。


ヤンはコンクリートの床に拘束された姿のまま放置され、
バケツに入った冷たい水を頭から思いきり浴びせられた。
「ロ・ガイが、お前が拉致されるところを見かけてね…。
しかし、無様だな。薬が抜けるまでそのままでいるか？」
ハウの、冷たい声が少し離れたところから聞こえた。
ハウはロ・ガイに顎で合図をして、もう一度ヤンに水をかけさせた。
しかし、水を浴びせられれば浴びせられるほど、逆に身体が熱を帯びて行く様で、
ヤンは咳きこみながらも、身体を駆け巡るその感覚を何とかしようと身を捩る。
「味見程度に薬を覚えろとは言ったが、溺れろとは言ってないぞ、
しかも、安物の媚薬なんて、誰が覚えろといったんだ？」
ヤンは、その声を聞きながら、歯を食いしばった。
この男は、こんな時にかぎって…自分に触れる気配は無い。
楽しんでいるのだ、麻薬と媚薬との熱に犯された身体を高みから見物しているのだ。
ハウの普段の、あの柔らかい物腰と、優しい笑みが、
ヤンの閉ざされた視界に浮かんでくる。
この笑みのまま、この男は残酷な事を考え、自分では手を下さない。
ここは何処なのか解らなかったが、おそらくは、今この場に3人だけだという事は解る。
ハウが、近づく気配、そして、
「心配したんだ。無事でよかったよ。」
先ほどと変わって、優しい声で囁かれてヤンは思わず背を反らせて声をあげる。
「あ…っ…」
その声を聞いたハウは、ヤンの濡れた髪を優しく撫でて言った
「苦しいか？」
髪の先までも感覚があるかように、短いその髪を撫でられる間、ゾクゾクと背を震わせる。
ハウは、それをみて、ひとつ溜息をつくと、立ち上がり、
「薬が抜けるまでそのままで居ろ、イきたければ勝手にイけばいい。助けが無くてもイけそうだしな。」
そう言って、ハウは立ちあがり、ロ・ガイにもう一度水をかける様に命令し、その場を立ち去った。
ロ・ガイはハウの後姿を見送ってから、床で暴れて居るヤンに近づき、身を屈める。
ヤンは人が近づく気配に、ハッと身を縮めた。
しかし、次の瞬間---ヤンの熱っぽい唇は、ロ・ガイのそれに塞がれた。
それは一瞬の事で、そのヤンの驚きを余所に、
ロ・ガイは立ちあがるとハウの後を追っていってしまった。
朦朧とする思考はハッキリとはしない。
だが、このとき、なんとなくロ・ガイの声が聞こえた気がした。
---　あの人を本当に助けられるのは、お前だ…。
けれど、ヤンがその真意を理解する事は、今は全く出来いままだった。
そして、気が狂いそうな時間を…熱く火照った身体を、
冷たい水の上で、独り、暴れさせる事しか、できなかった。

